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学校法人谷岡学園 平成２８年度 事業報告書 

（平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日まで） 

 

１ 法人の概要 

 

１ 設置する学校・学部・学科等 

 

（１）大阪商業大学 

大学院    地域政策学研究科 地域経済政策専攻、経営革新専攻 

経済学部   経済学科 

総合経営学部 経営学科、商学科、公共経営学科 

 

（２）神戸芸術工科大学 

大学院    芸術工学研究科 芸術工学専攻、総合アート＆デザイン専攻 

      （27 年度より募集停止） 

総合デザイン専攻、総合アート専攻 

  

芸術工学部  環境デザイン学科、プロダクト・インテリアデザイン学科 

           ファッションデザイン学科、ビジュアルデザイン学科 

まんが表現学科、映像表現学科、アート・クラフト学科 

     

（27 年度より募集停止） 

先端芸術学部 まんが表現学科、映像表現学科、クラフト・美術学科 

デザイン学部 ビジュアルデザイン学科、ファッションデザイン学科、 

プロダクトデザイン学科、環境・建築デザイン学科 

 

（３）大阪女子短期大学 

生活科学科（ライフプロデュース専攻、食物栄養専攻）（29 年度より募集停止） 

幼児教育科（29 年度より募集停止） 

人間健康学科（27 年度より募集停止） 

 

（４）大阪商業大学高等学校 

全日制課程普通科 

 

（５）大阪商業大学堺高等学校 

    全日制課程普通科 

 

（６）大阪女子短期大学高等学校（平成 29 年 4月より大阪緑涼高等学校に校名変更） 

    全日制課程普通科 

 

（７）大阪商業大学附属幼稚園 
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２ 学部・学科等の入学定員、学生数の状況（平成２８年５月１日現在） 

 

（１）大阪商業大学 

学部等 学科〔専攻〕 入学定員 収容定員 

 

入学者数 

 

学生数 

大学院      

地域政策学研究科 

地域経済政策専攻 
博士前期課程 １０ ２０ ６ ９ 

博士後期課程 ３ ９ ０    ３ 

経営革新専攻 修士課程 １０ ２０ ６ １９ 

計 ２３ ４９ １２ ３１ 

経済学部 
経済学科 ３８０ １，５２０ ４１３ １，５３９ 

計 ３８０ １，５２０ ４１３ １，５３９ 

総合経営学部 

経営学科 ３２０ １，２８０ ３７８ １，５１１ 

商学科 １５０ ６００ １５６ ６６１ 

公共経営学科 １５０ ６００ １８１ ７１９ 

計 ６２０ ２，４８０ ７１５ ２，８９１ 

合        計 １,０２３ ４,０４９ １，１４０ ４，４６１ 

 

（２）神戸芸術工科大学                      ※1…平成 27 年度より募集停止 

学部等 学科〔専攻〕 入学定員 収容定員 

 

入学者数 学生数 

大学院      

芸術工学研究科 

芸術工学専攻 博士後期課程 ６ １８ ４ ６ 

総合ｱｰﾄ＆ﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻 修士課程 ２７ ５４ １７ ３４ 

総合デザイン専攻※1 修士課程 － － － １ 

総合アート専攻※1 修士課程 － － － １ 

計 ３３ ７２ ２１ ４２ 

芸術工学部 

環境デザイン学科 ７０ ２８０ ７５ １５８ 

プロダクト・インテリアデザイン学科 ７０ ２８０ ８０ １５２ 

ファッションデザイン学科 ５０ ２００ ４２ ９４ 

ビジュアルデザイン学科 ８０ ３２０ ６５ １６７ 

まんが表現学科 ４５ １８０ ３６ ７９ 

映像表現学科 ４５ １８０ ５３ １０８ 

アート・クラフト学科 ４０ １６０ ４２ ８０ 

計 ４００ １，６００ ３９３ ８３８ 

先端芸術学部 

まんが表現学科※1 － － － １０４ 

映像表現学科※1 － － － １１９ 

クラフト・美術学科※1 － － － ７７ 

計 － － － ３００ 

デザイン学部 

環境・建築デザイン学科※1 － － － １７２ 

プロダクトデザイン学科※1 － － － １３９ 

ファッションデザイン学科※1 － － － ９２ 

ビジュアルデザイン学科※1 － － － １７９ 

計 － － － ５８２ 

合        計 ４３３ １，６７２ ４１４ １，７６２ 
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                                 ※1…平成 27年度より募集停止 

（３）大阪女子短期大学                      ※2…平成 29 年度より募集停止 

学科・専攻 入学定員 収容定員 

 

入学者数 学生数 

生活科学科※2 

ライフプロデュース専攻 ５０ １００ ７１ １４１ 

食物栄養専攻 
栄養士コース 

１００ ２００ ８６ １６６ 
製菓コース 

計 １５０ ３００ １５７ ３０７ 

人間健康学科※1 －  － ４ 

幼児教育科※2  １００ ２００ １０１ ２１３ 

合        計 ２５０ ５００ ２５８ ５２４ 

 

（４）大阪商業大学高等学校 

課程・学科 募集定員 入学者数 生徒数 

全日制課程 普通科 ３２５ ４３１ １，２４５ 

                                       

（５）大阪商業大学堺高等学校 

課程・学科 募集定員 入学者数 生徒数 

全日制課程 普通科 ３２０ ５１９ １，４５１ 

                                       

（６）大阪女子短期大学高等学校 

課程・学科 募集定員 入学者数 生徒数 

全日制課程 普通科 １６０ １３１ ４１３ 

                                       

（７）大阪商業大学附属幼稚園 

保育年限 募集定員 収容定員 入園者数 園児数 

３歳児(３年）、４歳児（２年）、５歳児（１年） ６０ １７０ ５６ １５９ 
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３ 役員・教職員の人数 

 

（１）役 員（平成２８年５月１日現在） 

理 事  理事長  谷岡一郎     監 事 藤井 昭 

常務理事 中井節雄     監 事 岡山栄雄 

理 事  谷岡瑞子 

理 事  齊木崇人           

理 事  佐藤賢治 

理 事  加藤幸江 

理 事  常岡裕之 

理 事  片山隆男 

 

（２）評議員（平成２８年５月１日現在） ２２名 

 

（３）教職員（平成２８年５月１日現在） 

 

学校名 教員・研究員 職 員 合 計 

大阪商業大学 ２２２（１１３） １６８（２０） ３８５（１３３） 

神戸芸術工科大学 ２３１（１２６） ８１（２０） ３１２（１４６） 

大阪女子短期大学 ５３（３１） ３６（１１） ８９（４２） 

大阪商業大学高等学校 １０５(３８) １７（１） １２２（３９） 

大阪商業大学堺高等学校 １１９（４９） １４（０） １３３（４９） 

大阪女子短期大学高等学校 ５４（２６） ７（０） ６１（２６） 

大阪商業大学附属幼稚園 １６（４） ４（２） ２０（６） 

合 計 ８００（３８７） ３３２（５４） １，１２２（４４１） 

※（  ）は非常勤教職員（内数）、法人職員は大阪商業大学に含む。（役員関係及び兼務者は除く。） 
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２ 事業の概要 

大阪商業大学附属幼稚園                                

(1) 学校基本領域  

生活や遊びを通じ、建学の理念を意識した質の高い教育を実践していることについて、子育て

サロン、懇談会、参観などあらゆる機会を通じて保護者に伝達することで、より充実した教育が

展開できたといえます。また、教職員全員が努力し、保護者との連携を常に意識することで、子

どもの育ちと保護者のニーズをタイムリーに把握することができました。また、27 年度に実施

した学校関係者評価を意識し、積極的に保育に取り入れました。 

 

(2) 学習指導領域  

・豊富な学びを生む環境を整え、見えない教育を実践していますが、子ども達にとって（見る、

聴く、嗅ぐ、味わう、触れる、投げる、確かめる、なめる、分解する、踏みつぶす、集める）

という五感をゆすぶる行動は、成長過程において必要な要素であるため、今後も機会を増やし、

継続的に実施しました。 

・周囲のモノ・コト・ジョウキョウ・ヒトに関わりながら考える力を養う保育を意識し、教職員

全員で取り組みました。今後も継続します。 

・ヒトと関わることで、コミュニケーション力が養われ、仲間意識が生まれることを認識し保育

を行いました。 

・聞くことができる力が身につくよう子ども自身が、自ら聞く（聴く）事を意識した時間を設け

ました。 

・学びや育ちに向かう心情・意欲・態度を育てることは、幼稚園教育要領の目的とするところで

もあるため、教育理念とのマッチングの中で追求しました。今後も課題と考えています。 

・子ども達の発達や遊びの様子を把握し、保護者に適切なアドバイスをする役割を担うキンダー

カウンセラーを配置し、多様な保護者の要望への対応、特別支援教育の取り組みを実践する体

制を整えました。 

 

(3) 生活指導領域  

・保護者と協力して基本的生活習慣を身に付けられるように工夫しました。「生活リズムの確立」

「ＴＰＯの感覚」「内省する習慣」「踏んばる力」子育てサロンなど直接会話する機会を増やす

とともに、公式ＷＥＢサイトを用いタイムリーに情報を発信するなど連携を強化しました。 

 ・子ども自身で危険を回避する力を育てる環境を整え実践しました。 

 ・ＴＰＯ感覚を養うには、教職員も意識改革が必要であるため、保護者と連携を図りながら実施

しました。今後も継続していきます。 

 ・園児に内省する機会を１日１回与える保育を行いました。今後も継続して実施します。 

 ・生活リズムの確立を全家庭に呼び掛け、特に睡眠時間の確保などを啓蒙しました。 

 ・安全に関する取組みとして、防災教育、交通安全教育、防犯訓練を実施しました。  

 

(4) 園児募集領域  

・29 年度の園児募集について、募集広報について見直しを行い、東大阪市情報誌「ぱど」への

チラシ折込、東大阪市連合自治会へのチラシ回覧、東大阪市情報誌「エコー東大阪」への掲載
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等を行った結果、3歳児入園者の目標 50 名に対し、52名の入園となりました。 

・2歳児保育としてプレスクール（月 4回・4月～1年間)とカンガルークラブ（月 1回・4月～7

月）を実施しました。開始直後には定員に余裕がありましたが、10 月 1 日新入園受付日以降

に各日定員を満たすことができました。今後も入園募集と直結するように工夫して実施します。 

・入園説明会では教育方針等を含めた幼稚園での生活の様子や園児の成長の過程をスライドで 

説明し、終了後のアンケートではわかりやすかったとの意見がありました。また、無料体験で

は、毎回違うプログラムを実施し、親子で触れ合うことの大切さをアピールしました。終了後

のアンケートからはおおむね好評であったとの評価が得られました。 

・28年度は、159 名と定員には及びませんでしたが、29 年度園児数は 160 名（年長 50 名、年中

58 名、年少 52 名）となり定員には満たないものの一定の成果はあげられました。園児募集を

安定的に進めるためには、プレスクール参加者全員が入園できるしくみづくりが重要であり今

後も検討を進めます。 

・保護者会広報部と連携し、幼稚園をアピールすべく園児の生活や活動の報告、また、保護者会

活動やイベントの報告等の情報について、公式ＷＥＢサイトを利用して発信しました。また、

保護者会機関紙「smile」を年３回発行し保護者に配付しました。 

・在園児預かり保育利用者は、27 年度の保育料変更以降一定の人数を保ちつつ、長期休暇中も

利用者が多数です。しかし、保護者が利用しやすくなった反面、当日キャンセルも多く引き続

き運営方法の見直しを検討します。 

・在園児の居住地域に配慮した通園バスルートの設定は、入園児募集広報対象エリアを絞ること

ができ、広報効果もあるため、今後も継続します。 

  

(5) 教員の研修・研究領域  

・見える教育、見えない教育を明らかにして教育力がアップできるよう努力しました。 

・教職員間で園内研修・情報交換を行いながら、特に支援を要する子どもについての情報は積極

的に共有し、園児に対する共通理解を深め、見通しを持った保育を実践するよう心がけました。 

・外部研修は積極的に参加し情報共有につとめました。 

・建学の理念と教育要領のマッチングの中で具体的方法を探る研究を行い「写真で見る教育課程

編成」と共に、音楽リズム・造形表現、体育的活動を、ピックアップして教職員全員で取り組

みました。引き続き継続します。 

・子どもの学びや育ちを保証する教材研究を行いました。 

・園内研修の実施について、特に作品展を（お店やさんごっこ）実施後、保護者から評価を得ま

した。 

 ・外部団体主催の研修で学んだ内容を園内研修で積極的に報告するなど、毎日の保育の参考とな 

る情報を共有できるようにしました。 

 

(6) 経営領域  

・在園児保護者との信頼関係を築きながら、広報活動に理解を求め、協力を依頼しました。 

・教員一人ひとりの教育力のレベルアップと、笑顔が発揮できる取組みを行いました。 

・全教職員が経費の削減意識を持ち、また予算を有効に活用できるよう意識しました。 

・学園設置高等学校と同様に卒園生の子弟、弟、妹の入園料の割引について、また入園手続き料

の分納、入園時に納入する教育充実費の金額（一律 55,000 円）を入園年齢ごとに変更できる

かどうかについて今後も継続して検討します。 
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(7) その他の領域  

・系列校との連携保育として、昨年度に引き続き、大阪女子短大幼児教育科と連携保育（保育実

習）を実施し、大商大高校との連携保育では、園児の意見を取り入れたおもちゃ（木製パズル）

の制作を継続して実施しました。 

・地域との連携を意識したイベント（幼稚園行事、夕涼み会、敬老会、運動会他）を実施し、多

数の学外者に幼稚園の教育内容を理解してもらうようつとめました。また、地域のすぐれ者と

可能な限りの保育連携を図りました（茶道家、音楽家、絵本研究家、折り紙、けん玉名人 他）。

地域との連携をとおして、園児が思いやりの気持ちを持つことができるよう意識づけるととも

に、地域住民に対しては幼稚園の取組み内容、行事等への理解を得るよう努めました。園児に

とって大きな刺激となっていることから今後も継続し実施していきます。 

・学校評価（自己評価・学校関係者評価）を実施し、学校関係者評価においては、保護者及び幼

稚園関係者から幼稚園教育に対し、一定の評価が得られたと感じています。主な意見は、次の

とおりです。（抜粋） 

①クラス担任以外の先生方も子どもの名前だけでなく、性格なども把握してくれている為安

心感がある。子どもが安心して生活を送れるよう配慮が行き届いている。 

②お昼休みのチューリップ文庫（絵本の読み聞かせ）のおかげで、本への興味が強くなり「知

りたい」という好奇心が旺盛になったり、本を借りる、読んでもらうから「自分で読む」

という習慣づけとなったりして、今後の育ちに期待ができる。 

③子ども達が自分で考え、話し合い、一つの事柄についてみんなで作りあげていく保育を目

指している過程があり、絵を描く時も描き方を教えるのではなく、一人ひとりの考えをひ

きだす保育を大切にしている。 

・在園児保護者を対象とした保育参観を定期的に開催しました。また、特に父親など男性が参加

できる行事を企画し、日常の保育の様子を保護者に公開する機会を設けました。子ども達（我

が子以外の子ども）と触れ合う機会を増やすことで教育内容を理解してもらうようにつとめま

した。 

 ・園内環境の整備については、夏期休業期間を利用し、保護者会からの寄付金を得て複合遊具を

設置しました。また、施設・設備の不具合が発生しないよう、教職員による定期的な点検を実

施し、必要に応じて修理、更新するなど更新するなどの対応を行いました。 

・年に３回避難訓練を企画実施しており、教職員に対し危機感をもって対応するように指導し、

園児に対しては「自分の命は自分で守る」園児個々に考えさせるように指導しました。また、

近隣の大阪商業大学高校と連携を密にとり、突発事案発生時の避難場所として協力依頼してい

ます。今後も継続し実施していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ３　財務情報

（単位：円）

27,920,000

123,000

0

51,763,000

0

4,992,290

2,741

88,256

0

84,889,287

（単位：円）

78,624,458

15,455,511

6,907,465

0

0

0

570,403

101,557,837

資産売却収入

資　金　収　支　内　訳　表
　　　28年4月　1日から
　　　29年3月31日まで

収　　入　　の　　部

大阪商業大学附属幼稚園

学生生徒等納付金収入

科　目

手数料収入

寄付金収入

補助金収入

付随事業・収益事業収入

受取利息・配当金収入

雑収入

借入金等収入

計

設備関係支出

科　目

支　　出　　の　　部

大阪商業大学附属幼稚園

計

人件費支出

教育研究経費支出

管理経費支出

借入金等利息支出

借入金等返済支出

施設関係支出
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（単位：円）

学生生徒等納付金 27,920,000

手数料 123,000

寄付金 67,658

経常費等補助金 51,763,000

付随事業収入 4,992,290

雑収入 88,256

教育活動収入計 84,954,204

人件費 84,827,113

教育研究経費 23,248,091

管理経費 6,647,285

徴収不能額等 0

教育活動支出計 114,722,489

教育活動収支差額 △ 29,768,285

受取利息・配当金 2,741

その他の教育活動外収入 0

教育活動外収入計 2,741

借入金等利息 0

その他の教育活動外支出 0

教育活動外支出計 0

教育活動外収支差額 2,741

△ 29,765,544

資産売却差額 0

その他の特別収入 0

特別収入計 0

資産処分差額 0

その他の特別支出 0

特別支出計 0

特別収支差額 0

△ 29,765,544

△ 570,403

△ 30,335,947

（参考）

84,956,945

114,722,489

　　科　　目 大阪商業大学附属幼稚園

平成29年3月31日まで

事　業　活　動　収　支　内　訳　表

平成28年4月1日から

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

当年度収支差額

事業活動収入計

事業活動支出計

※人件費、管理経費には、法人経費が含まれています。

経常収支差額

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

基本金組入前当年度収支差額

基本金組入額合計
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